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 落葉松は内地,満 洲,樺 太等に莫大なる蓄積 を有 し且多 く未利用のまX放 置されて居 り,之

が繊維素資源 としての利用の途を講する事は極めて重要且喫緊の問題である.然 るに先に我々

は各地産の落葉松或 は其他針葉樹材につV・て亜硫酸法による蒸解難易の比較實験を行つた所,

一般に落葉松は普通 の亜硫酸法による蒸解が困難であり,中 で も内地産落葉松は特に蒸解困難

で あつた1).こ の黒占に鑑み,之 等落葉松樹材の有敷適切なる利用に關して特に亜硫酸蒸解の最 も

困難であつた内地落葉松 を用ぴて系統的な研究を行つて來た.然 るに其後落葉松の亜硫酸蒸解

の困難 なる原因は一にその心材部の蒸解困難にある事 を初めて見出し2),叉落葉松樹材はその立

地條件,樹 齢其他生育條件によつて亜硫酸蒸解の難易の差が非常に大であつて中には殆んど蒸

解不可能と思はれ るものさへ あつたので,之 か ら工業的に普通の亜硫酸蒸解法によつて未蒸解

物 を残す事 なく有用なパルプを製造する上に可成の困難が豫想せ られた.そ こで我 々は亜硫酸

法 よりもより彊烈な蒸解法であると考へ られる硫酸聰法による落葉松の蒸解を試みた。その結

果硫酸盤法によるときは亜硫酸法に依る場合 と全然異 り,樹 材の生育條件或は心材邊材による

蒸解難易の差は極めて少 く亜硫酸法によつて如何に蒸解困難なる樹材 も圓滑に蒸解せ られ均質

なるパルプが得 られる事 を知 り)又 璽素 ガスを用ぴる五段漂白法によつて市販人緯パルプに優

る優秀な化學分析的品質並に白度を有するパルプが好牧率で得 られる事 を見出した3).然るに之

か らヴイスコースの製造を試みた所 分析的には極めて優秀であるにも拘 らす意外にも多量の

不溶解繊維 を生 じ人繊工場 に於て最 も嫌はれるヴイスコースの濾過困難を起す事 を認めた.そ

こで この鮫鮎の除去に關して種 々實験を重ねた結果,常 温で漂白パルプを5%苛 性 ソーダ溶液

によつて虚理を行ふ事 によつて,之 から不溶解繊維を殆んで含まなV・ヴイスコースを製造する

事が出來た.之 等に關しては本講演會其他に於て度々報告 した鹿である.併 し乍 ら其後5%苛

性 ソーダ虚理 による上述の敷果は未晒パルプの製造條件に よつて著 しく左右 され る事が判つた

ので》硫酸盤パルプの精壊法 を中間規模によるヴイスコースの製造と相關聯 して一貫的に観察

研究す ると共に,更 に硫酸璽法蒸解條件に關 しても種 々研究を行つて居る次第である.

 先に昭和16年6月 の春期講演會に於ては,内地落葉松硫酸盤蒸解の基礎的條件を求むるため
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に,原 木に野する藥品添加量を15～30%に 攣化 して蒸解 を行ぴ)又硫化 ソーダ含量をも若干攣

化して,得 られた未晒パルプの牧率及化學分析的品質に及ぼす夫等の影響につV・て報告しだ).

その結果,内地産落葉松は藥品添加量15%に 於ては蒸解時間 を如何に延長 して も完全な緻維の

離解を行ふ事は困難であつて少 く共15%以 上の藥品添加量を必要とする事並 に,我々の選んだ

藥品添加量の範園に於ては,得 られた未晒パルプの化學分析的品質並に牧率の黒占か らみて藥品

添加量大なる程有利であるが,藥 晶量大なる場合には最適蒸解時間を僅に過 ぎることによつて

パルプの牧率が激しく低下 し,よ り嚴密なる蒸解時間のcontrollが 要求せ られ る事等を明に

した。

 硫酸盤パルプは元來強靱なるクラフ ト紙原料 として製造方面に野 しても極 めて重要なる置位

を占むるものであ り,そ の化學的な利用の研究 と共に此方面の利用に關する研究 も叉重大な意

義 を有する事は周知の如 くで ある.

 製紙原料特に クラフト紙製造原料としてのパルプの使用便値を論 する場含には自 ら観察の立

場 を異にしパルプの牧率並にその強度的数値にその重黒占を置 くべしである.そ こで前實験で得

られた未晒パルプに就{二 三の強度的試験 を行つた結果について簡軍に報告する.更 に之等の

パルプを漂白して得 られた晒パルプの化學分析的な品質につV・ても併せて報告 し様 と思ふ.

 未晒バルブ製造條件は前同の講演會で既に述べたのて重複するが,今 一度簡軍に述べる.

 蒸解温度は160。C,蒸 解液藥品濃度は3%に 夫 々固定し藥品量を15～30%に 攣化せしめ,

各藥品添加量に就て蒸解時間を2,4,6及 び8時 間を選んだ・蒸解液の硫化 ソーグ含量は凡て

26%と したが,更 に藥品添加量25%及30%の 場合につV・ても夫 々44及58%と 硫化 ソーダ含

量を増大 ぜしめその敷果を併せて観察した.

 此の實験は前の蒸解で得 られた未晒パルプの中,未 蒸解物 を残す事な く完全に蒸解 し得た も

ののみについて強度測定を行った.

 未晒パルプの強度測定

 前實験で得 られた未晒パルプを實験用ピーターで35。SRに 至 るまで叩解した物 を試験用抄

紙器で抄紙 し,之 を毛布間に挾んで40kg/cm2の 璽力で墜搾睨水 し乾燥 して二 日間,關 係漁度

65%,温 度20。Cの 恒温恒潔室に放置 した後,同 室内にて種々の強度測定を行つた.

 断裂長及伸度はSchoPPer迅 速強度試験機 を用ぴ)破 裂度はMUIIen tester,裂 張度 は

Elmendorf引 裂強度試験機 を用ぴて測定した.何 れ も多数の測定値の平均 を採つた・結果は

第1表 の如 くである.
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                 第   1  表

            内地落葉松硫酸檀未晒パ ルプの強度的諸性 質

 薬 晶添 加量 硫牝 ソーダ 蒸解 坪 量 厚 さ か さ 断裂長 比 破 裂 度 引裂度 伸度 
封紹 乾材% 含量 %  時間 w=9/m2 d=μ  d  km  kg!cm2×100 亡×100 %

                       W              W         W

   20        26       4     65.3    138   2.11   7.61      6.7     163.6   3.97

   20       26     6    7F1.6   145  2.03  7.96     7.5    182。8   ≦。60

   20         26       8     60.5    128   2.12   7.65      7.4     201.5   4.40

   25         26       4     72.9    140   1.92   8.61      8.2     178.6   4.80

   25         26       6     71-1    139   1.96   7.61      8.3     173.8   4.90

   25        26       8     71.8    140   1.95  7.80      8.0     187,6   5.13

   30        26       2     67.工    144   2層15  8.12      8.2     165.2   4.70

   30         26       4     68.3    139   2.0≦   7.06      7.1     171。2   婆.64

   30        26       6     74.5    154   2.07  6.窪1      6.9     183.6   4.97

   30         26       8     71.4    159   2.23   5.11      6.1     158.9   7.80

   25         44       窪     70.1    141   2.01   8.85      8.3     180.2   4.00

   25         44       6     71,8    139   1.94   8.51      8.4     175.4   4.40

   25         44       8     69.8    141   2-03   8.51      9.2     191,2   4.40

   30       58      6    71.4   141   1.98  8.47     8.7    154.0   4.90

   30        58       8     69.14   138   1.99  8.79      9.2     185.0   5.20

 先 づ 断 裂 長 に 就 て 見 る と)藥 晶 添 加 量20%硫 化 ソ 門 ダ 含 量26%に 於 て は 何 れ も藥 品 添 加

量25及30%の 場 合 の 最 高 強 度 値 に 比 べ て や 玉低V・ 値 を 示 し,藥 品 添 加 量 を 増 加 す れ ば 最 高 張

度 値 は 高 くな る 傾 向 が 認 め られ る.併 し 乍 ら藥 品 量 を 櫓 大 す る に つ れ て 蒸 解 時 間 の 延 長 に よ る

彊 度 の 低 下 が よ り鋭 敏 に 現 れ)特 に30%藥 品 添 加 量 に 於 て は 蒸 解 時 間 の 延 長 に よ る 断 裂 長 の 低

下 は 極 め て 顯 著 に 起 る.

 所 が 同 じ25%,30%の 藥 品 添 加 量 に 於 て も硫 化 ソ 門 グ 含 量 を 増 大 せ し め る と 得 られ る 未 晒

パ ル プ の 断 裂 長 は 良 好 と な り,且 蒸 解 時 閤 の 延 長 に よ る そ の 低 下 は 極 め て 小 と な る ・ 自口ち 同 じ

藥 品 添 加 量 に 於 て 硫 化 ソー ダ 含 量 を増 大 す る事 に 關 し て は 前 に 述 べ た 化 學 分 析 的 晶 質 に 重 貼 を

置 い て そ の 結 果 を観 察 し た 場 合 と 全 く相 異 し,未 晒 パ ル プ の 彊 度 品 質 に 關 し し は 硫 化 ソ ー ダ 含

量 の 増 大 は 有 利 で あ る と 云 ふ 事 が 昂 來 る.

 上 述 の 如 く 彊 度 的 晶 質 の 観 黒占よ り し て も)又 化 學 分 析 的 品 質 に つV・ て 確 め られ た と 同 檬 に20

%藥 品 添 加 量 の 如 き 低 い 藥 品 添 加 量 に よ る蒸 解 は 必 す し も 有 利 で なV・ 黒占は 注 目 す べ き 事 で,假

に 化 學 分 析 鍛 値 を 問 題 と せ す に 出 來 る 丈 強 度 大 な る 未 晒 パ ル プ と高 牧 率 を 以 て 製 造 し 檬 と意 圖

す る 場 合 に 於 て も蒸 解 に よ る繊 維 相 互 の 離 解 に 必 要 な 最 低 限 度 の 藥 品 量 よ り以 上 に 或 程 度 大 な
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る藥品添加量を必要 とする事が認められる.

 比破裂度に關 しては噺裂長 と全 く同様の傾向を示し}叉 引裂度にっV・ては大なる差異は認め

難V・が,断 裂長,比 破裂度とは逆の傾向がある檬に思はれる.爾 之等の強度的藪値は軍に比較

の爲に叩解度を揃へる目的 容350SR程 度の輕V・叩解度に於て測定 した ものであるが》 …般に

パルプの叩解を進めるとその断裂長)破 裂度等は著 しく増大するか ら,之 等の敏値 も更に叩解

を進める事に よつてより以上に向上せ しめ得 る可能性 は十分ある・

 未晒パルプの リグニン或はペン トザン含有量とパルプの張度的数値の間には何等一定の相互

關係は見出されなかつた、 第2表 には リグニン及ペン トザン含量の略ヒ近似せるパルプの強度

的性質 を比較封照 したが,略 洞 一の リグニン,ペ ン トザン含量のパルプについて見て も,硫 化

ソーグ含量大なる場合には強度大なるパルプが容易に高牧牽を以て得 られ る事が更に明瞭に看

取される以外に リグニン,ペ ン トザン含量との間に何等一定の關係がなV・事が判 る.

               第  2  表

 藥晶添加量 硫化ソーダ 蒸解 未晒パルプ ペントザン リグニン 断裂長 比 破 裂 度 引裂度
 封木材%含 量% 時間 取率%   %   %  Km Kg/cm奴100 t×100
                                W        W

  20        26      6      45.0      9.74     8.83     7.96      7.5      182.8

  20 26 843.710.177.887.657.4201.5

  25        26       4      45.9      9.21     9.45     8.61      8.2      178.6

  25       26     6    43.8     9.33    7.68    7β0     8.2     173.8

  30        26       4      45.7      8.87     7.83     7。06      7.1      ヱ71,2

  25       44     4     51.9     10.00    9.]L1    8,85     8.3     180.2

  25         44       6      47.2       9.61     8.83     8.51      8.4      ]、75.4

  25         44       8      48.8       9.89     6.36     8.51      9.2      191.2

  30       58      6     44.7      9.22    9.22    8.49     8.7     154.0

 次 に之 等 の 未 晒 パ ル プ を五 段 漂 白法 に よつ て漂 白 した 結 果 に つ い て述 べ る.漂 白 の條 件 は 第

3表 の如 くで あ る。

               第  3  表

              漂   白  條   件

          原質濃度%  薬品量封パ ルプ%   温度 。C  時間Min.

   盤  素  化     3.5         Reo-Z          25       30

   アルカ リ塵理    5.0       3.0(NaOH)     70      40

   0西 粉 漂 白      3.5          2.0(act Cl)       40        崔0

   アル カリ慮理   5・0      1.0(NaOH)    70     20

   晒 粉 漂 白  3.0    1.0(act C1)   40   60
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 漂 白 パ ル プの 牧 率 並 に そ の分 析 結 果 は第4表 に示 す.

                 第   4  表

藥 晶添加 量 硫 牝 ソー 蒸解 漂 白牧卒 晒パ ルプ 灰分 ペン ト ニグ昌ン α一繊 維素 重合度 白度
i封木材 % ダ含量% 時間 樹 未晒パ 牧率   %  ザン   %    %       %
            ルプ % 劉原木%     %

  20        26      4    83.3     38.7   0.56   9.60    0.30    84.97    -・    42

  20        26      6    86。7     39.0   0.78   9.51    0.73    88.14     962    64

  20        26      8    89.0     38.9   0.34   9.4δ    0.38    88.72    1030    64

  25       26      4    90.0     41.3   0.33  10.22    0.01    89.82    1082    73

  25       26      6    92.0     40.5   0邑30  8.91    0.71    87.27     852    77

  25        26      8    94.0     41.5   0.34   9.32    0.52    91.13     815    77

  30 26 489.7 41.00.327.910.4588.99 96575

  30        26      6    94.3     38.5   0.33  7.89    0.56    90.04     783    80

  30       26      8    9ユ.6     38-0   0.28  7.99    0.40    90.39     7ユ9    83

  25      44     4    89.7    46,6   0.61  8.86    0.50    87.23    1446    60

  25        44      6    9ユ。3     43.1   0.5皇   8.97    0.昼0    88.42    ユ063    79

  25       44      8    91.0     44.4   0.36  8.52    0.43    89.97     734    77

 30        58      6    90.6     40.5   0.荏7   9.90    0.76    89.51    工426    62

  30        58      8    92.6     41.99   0.49  10.14    0.18    90.84    1400    55

 第4表 に つV・て先 づ 原 木 に 甥 す る漂 白 パ ル プ の牧 率 を見 る に)20%藥 品 量 の 場 合 に は何 れ も

38%程 度 の低V・値 を示 し,且 そ の化 學 分 析 敏 値 並 に 白 度 は藥 品 添 加 量 の よ り多V・場 合 に比 べ て

劣 つ て居 る・藥 晶 添 加 量 を25～30%と 増 大 す るに つ れ晒 パ ル プ化 學 分 析 数 値 並 に 白度 は 明 か に

増 大 し,し か も そ の牧 傘 は よ り高 くな つ て來 る.

 藥 品 添 加 量30%の 場 合 に は蒸 解 時 間 の延 長 に よる牧奉 の減 少 が や 玉顯 著 に見 られ るが,そ れ

で も尚20%藥 品 添 加 量 の 場 合 と同程 度 の値 を示 し,レ か も尚 そ の化 學 分 析 撒 値 並 に 白度 は20

%藥 品添 加 量 に於 け る場 合 に比 べ て遙 か に良 好 とな る.唯 重 合 度 は藥 品 添 加 量 の増 大 に よ り低

下 す るが シ 最 低700～800程 度 で は實 用 上 十 分 許 容 し得 べ き値 で あ る.  "

 硫 化 ソ ーダ含 量 を檜 大 すれ ば,未 晒 パ ル プ の場 合 と同様 漂 白パ ル プの 牧 率 は増 大 せ しめ得 る

が,化 學 分 析 激 値 は や 」低 下 し特 に 白度 の 減 少 は顯 著 で あ る.併 し蒸 解 時 間 の延 長 に よつ て 晒

パ ル プ の牧 率 が低 下 す る事 が よ り少 く,平 均 重合 度 も高 く繊 維 素 の崩 解 に樹 して硫 化 ソーグ が

保 護 作 用 を有 す る 事 は 從 來 の諸 読 と一致 して 極 め て明 瞭 で あ る.

 漂 白 パ ル プ の 白度,脚 未 晒 パ ル プの 漂 白性 は,主 と して藥 品添 加 量 の 多寡 に よつ て決 ま る様

で あ り,蒸 解 時 間 の 延 長 に よ る漂 白性 の 向 上 は藥 品添 加 量30%の 場 合 を除V・て は僅 かで あ る.
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                纏    括

 以上今同の報告 を総括 すれば次の檬である.

 1.未 晒パルプの彊度的品質並に晒パルプの化學分析的品質の何れの立場か ら観て も我 々の

實験 した條件の下では20%以 下の如き低V・藥品添加量を用ぴる事は不利 な結果を齊 し,木材繊

維の離解 に必要なる最低限度の藥品添加量以上に或程度多量の藥品を用ひる事が必要である.

 2.15～30%藥 品添加量 に於ては藥品量高き程その蒸解時間を適切に調節するなれば未晒パ

ルプの張度)晒 パルプの分析藪値並に牧率は同上するが)30%藥 品添加量に於ては蒸解時間の

不必要なる延長により未晒パルプの牧率,彊 度的性質,晒 バルブの牧率等の低下が著 しく現れ,

より嚴密 なる蒸解時間の調節を必要 とする.

 3・ 一定の藥品添加量に蜀 し硫化 ソーダ含量を大 とすれば晒パルプの分析籔値並に白度は低

下するが,未 晒パルプの強度的数値は大 とな弘 又その牧率を檜加せしめる事が出來,製 紙用

特にクラフトパルプ製造の目的に封 し望ましい致果を齎 し,且 蒸解時間の延長による未晒パル

プの牧牽強度,並 に晒パルプの牧率等の低下は顯著に抑制され從つて蒸解時間の調節 をより容

易な らしむる事が禺來る.

 以上今同は主に壊紙用としての内地落葉松硫酸盤法蒸解の研究にっV・て述べたが,更 に其他

の樹材につV・ても人造繊維製造並びに製紙の爾方面につV・て硫酸鷺パルプの利用に關する研究

を績行中である.
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